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調査研究実績 

の概要○○○ 

 

 
国等の研究助成費 

取得のために必要 

な今後の取組を踏 

まえて記入のこと 

 

本年度は、人とのかかわりが実感できる実用的なシステム・技術の設計デザインおよび

研究開発を念頭に、音声対話でのうなずきや身振りなどの身体的リズムの引き込みをCGキ

ャラクタやロボットのメディアに導入し、発話音声から豊かなコミュニケーション動作を

自動生成するインタロボット技術を応用して、(1)アバタを介したコミュニケーションを支

援する音声駆動型身体的引き込み影システム、(2)微笑みと視線モデルを適用した音声駆動

型身体的引き込みキャラクタシステム、(3)音声駆動型身体的引き込みキャラクタを用いた

ボイスメッセンジャーシステム、(4)対面説得コミュニケーションを支援する音声駆動型身

体的引き込みチェアシステム、(5)瞳孔反応を表現する音声駆動型身体的引き込みキャラク

タシステムを開発した。 
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(1) アバタを介したコミュニケーションを支援する音声駆動型身体的引き込み影システ

ム 

アバタを介したコミュニケーションを支援するインタフェースとして、身体と非分離な

関係である影を用いたインタラクション支援システムを開発している。本システムは、引

き込み反応の典型であるうなずき反応をアバタの影に重畳合成することで、実体であるア

バタのうなずきを想起させ、自他非分離なかかわりの場を創出する。また、開発したシス

テムを用いて日常会話を想定したコミュニケーション実験を行い、開発したシステムの有

効性を示している。 

(2) 微笑みと視線モデルを適用した音声駆動型身体的引き込みキャラクタシステム 

コミュニケーション実験により対面コミュニケーション時における人間の視線行動を解

析し、その解析結果に基づいて、発話音声から豊かな視線や表情を生成する視線モデルと

微笑みモデルを提案している。これらのモデルを音声駆動型身体引き込みキャラクタに適

用し、従来のうなずきや身体動作に加え、視線や表情等の豊かなノンバーバル情報を表現

できる音声駆動型身体的引き込みキャラクタシステムを開発している。コミュニケーショ

ン実験を行い、官能評価により開発したシステムの有効性を示している。 

(3) 音声駆動型身体的引き込みキャラクタを用いたボイスメッセンジャーシステム 

留守番電話や電子メールなどのリアルタイム性を必要としない非同期システムに身体的

引き込み反応や情動表現を導入することを想定して、音声入力またはテキスト入力からキ

ャラクタの動作を発話音声のタイミングに同期させる手法を提案し、提案手法を適用した

音声駆動型身体的引き込みキャラクタを用いたボイスメッセンジャーシステムを開発して

いる。さらに、本システムを動画視聴による実験で評価し、提案手法およびシステムの有

効性を示している。 

(4) 対面説得コミュニケーションを支援する音声駆動型身体的引き込みチェアシステム 

集団コミュニケーションを想定して、身体全体にうなずきのタイミングで引き込み反応

させる音声駆動型身体的引き込みチェアシステムInerChairを用いて、聴者にうなずき反

応を体感提示する有効性を示している。さらに、対立する主張を懐柔する対面説得コミュ

ニケーションを想定し、InterChairを用いた評価実験により、本システムのコミュニケー

ション支援への有効性を示している。 

(5) 瞳孔反応を表現する音声駆動型身体的引き込みキャラクタシステム 

人間の情動反応に密接に関連する瞳孔反応を対象として、視線計測デバイスを用いて身

体的コミュニケーション実験を行い、対面・非対面コミュニケーション時における瞳孔反

応特性を構成論的アプローチにより解析した。さらに、解析結果に基づいて、発話音声か

らうなずき反応だけでなく、瞳孔反応を生成する音声駆動型身体的引き込みキャラクタシ

ステムを開発している。コミュニケーション実験を行い、官能評価により開発したシステ

ムの有効性を示している。 

本領域・研究プロジェクトで研究開発してきたシステムおよび技術は、オリジナル性の

高い人とかかわる自他非分離な萌芽的システム・技術である。そのため、引き続きシステ

ムの研究開発展開を進めるとともに、研究室でのモデル実験の検証だけでなく、モバイル

機器を用いた実験環境を構築し、遊び・学びの場作りやe-Learning等の教育、また看護や

福祉への応用展開等、日常生活現場を中心に生活基盤技術としての有効性を実証するとと

もに、実用化を進める。 
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